
 

 

 

 

探究科学習指導要領（第⑥案） 

   文部科学省教育課程特例指定に基づく目標と内容の設定と指導計画の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 10 月 24 日 

学校法人別府大学明星小学校 

 



 明星小学校の挑戦 
 

１ 学校教育目標の目指すもの 

  ＜明星小学校教育目標と目指す子ども像＞ 

  広く国際社会に生きる人間として、一人ひとりの個性を生かしながら、 

  豊かな人間性 と 創造力を身に付け、たくましい行動力をそなえた心身共に健全な児童を育成する。 

  ○心みがく子     ○探究する子     ○リーダーシップのある子 

＊思いやりのある子     ＊知識のある子       ＊挑戦する子 

＊コミュニケーションできる子  ＊自ら問いを立てる子       ＊バランスのとれた子 

＊挨拶し心を開く子       ＊振り返りができる子       ＊熱い思いを持つ子 

 

２ 本校の特色及び現状と課題 

 その１ 79 年の歴史と伝統 

    昭和 22 年４月開校した本校は、カトリックの学校法人明星学園としてスタート。 

    平成 10 年 10 月に学校法人別府大学へ移管。 

    昭和 22 年４月の６年生を第１期生とし、現在の６年生が第 79 期。 

    バザー、３泊４日修学旅行、マラソン大会、短縄検定など行事の多くを引き継ぐ。 

 その２ 児童や保護者の願い 

    開設当初から国際感覚の向上を目指し、１年生からの英語授業等、英語教育を充実。 

    特に移管後、進学力向上を目指し、パワーアップ学習、課外クラブ、学童など整備。 

    落ち着いた雰囲気、図書館の充実、芝グラウンドなどの環境、探究学習へも期待。 

 その３ 児童数の減少への対策 

    所在地の別府市の児童数減少と相まって、令和３年４月の在籍児童数は 299 人、４

年後の令和７年４月は 225 人と、４年間で 75 名の減少。小学校単独での赤字状況

が浮き彫りに。教育内容の充実とともに、その情宣活動を拡充する。 

 その４ 新しい教育への対応 

    令和６年 12 月に中央教育審議会が新しい学習指導要領について諮問、令和７年９

月に論点整理が公表する等新しい教育への動きが加速している。教育内容の充実に

向けてこれらの動きと併走し、県内唯一の私立小学校として提案性を持ちたい。 

 

３ 教育課程特例校指定による「各教科の探究の明示化」と「探究科の創設」 

 令和 6年 8月末に、文部科学省の教育課程特例校を申請し、令和 7年 2 月にその指定を得

た。本特例では、1～6年生までの「探究科」「英語科」を新設した。英語科は、文科省の教科

書や補助教材と OXFORD のテキストでカリキュラムを整備した。探究科は、各教科から 5 時

間の時間数を捻出し、週 3～4時間の新教科として、3つの領域を設定した。 

 また、その他各教科では、単元の習得・活用の後に探究の段階を位置付けるようにしてい

る。各教科の中で、より教科の内容として発展的な課題や、日常生活や自然や社会の事象と

の関わりで生まれる課題の解決を図ることで、探究力がより強固に育つことを期待している。 

＜＞ 



明星小学校 探究科の創設に当たって 

１ 教科創設の背景と目的 

明星小学校では、「広く国際社会に生きる人間として、一人ひとりの個性を生かしなが

ら、豊かな人間性と創造力を身に付け、たくましい行動力をそなえた心身共に健全な児童

の育成」を教育目標に掲げています。 

 この目標の実現に向けて、児童が自ら問いを立て、情報を活用し、言葉で考えを深め、

他者と協働しながら、地域や社会とつながる学びを通して価値を創造する力を育てるため

に、独自教科「探究科」を創設しました。 

２．探究科のねらい 

探究科は、探究的な学習の一連のプロセスを通して、課題解決に必要な情報を扱い概

念を形成する力、問いを深め情報を関連整理して意味付け、新しい価値を創造する力、

他者と協働しよりよい社会を目指す態度を育てます。 

３．明星小らしい探究の特色 

（１）児童の実感に根差し、地域や世界とのつながりを軸にした探究 

 ・「ワクワクマイスクール」「町のキラリ」「地域の人と協働」など、児童自身の生 

  活や関心から出発する探究活動を重視。 

 ・遊び・交流・フィールドワークなどを通して、児童が実社会との接続を実感。 

 ・地域の人々や地域にいる外国人と協働する経験を通して、社会参画の基礎を育む。 

（２）探究のプロセスで探究する力を段階的に育成 

 ・低学年では「気付き」「比較・整理」「伝える」力を育てる。 

 ・中学年では「問いの深まり」「協働的な探究」「価値の創造」へと発展。 

 ・高学年では「自覚的な探究者」として、社会に向けて発信・行動する力を育てる。 

（３）ABC３つの領域で、情報活用能力、言語能力、問題発見・活用能力を重点的に育成 

 ・各教科の学習の基盤になる各能力を各領域で重点的に育成して各教科の探究と往還。 

４．教育課程の中核となる教科としての位置付けと展望 

探究科は、各教科等との関連を活かしながら、合科的・横断的・総合的な学びの核とし

て機能します。児童が自らの問いを深め、仲間と協働し、地域とつながりながら、未来を

創る力を育てる場として、明星小学校の教育の中心に位置付けています。 

 各教科では、単元の習得・活用の後に探究の段階を位置付けるようにしています。各教

科の中で、より教科の内容として発展的な課題や、日常生活や自然や社会の事象との関わ

りで設定する課題の解決を図ることで、探究科の探究課題との「のりしろ」が生まれ、上

で述べた探究力がより強固に育つことを期待しているところです。 



第１ 目 標 

 探究的な見方・考え方を働かせ、合科的・横断的・総合的な学習を行うことを通して、

国際社会を生き、共に未来を創るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）課題を見出し解決する過程で必要な知識や技能を身に付け、課題にかかる概念を形成

するようにする。              （知識及び技能） 

（2）好奇心や、広く実生活・実社会の中から問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集

め、整理・分析して、まとめ・表現、評価・課題の更新を行い、新しい価値を創造す

ることができるようにする。         （思考力、判断力、表現力、創造力等） 

（3）自他の考えを調整し、解決を目指して粘り強く協働して取り組み、より幸せな自分や

社会を目指して、新しい価値を創造しようとする態度を養う。 

                      （学びに向かう力、人間性等） 

  

第２ 各学年の目標及び内容 

 〔第１学年〕 

 １ 目 標 （気付きと親しみ） 

   ワクワクマイスクールに関わる活動を広げることを通して、次の資質・能力を身に

付けるようにする。 

  (1)身近な人、もの、ことに親しみを感じて関わり、探究的な見方・考え方を働かせて

関心を持つたり疑問に思ったりしたことを調べ、簡単な情報収集や整理を通して、

自分なりに意味付け理解するようにする。 

 （2）関心を持ったり疑問に思ったりしたことから問いを立て、違いや変化に気付き、簡

単な比較や順序付けをしながら、言葉や絵で他者に伝える力を育てる。 

   (3) 他者の考えに関心を持って聞き、交流したり、調整したり、自分の考えをよりよく

したりしようとする態度を養う。 

  2  内 容 

A コミュニケーション探究（言葉への親しみと伝える喜び） 

(1) ソーシャルスキルトレーニングのエクササイズを使って友達と好きなものや得意な

ことを伝え合い、どんなところが似ているかを考え、自分や相手の良さに気付き、

友達に親しみをもとうとする。 



(2) 哲学対話の手法により身近なテーマについてみんなで話し合いをして、「なんでだ

ろう？」と問いを考え、自分の思いや友達の考えを聞く力に気付き、いろいろな考

えを楽しく聞こうとする。 

(3) シンキングツールを使って情報を整理する活動を通して、比較する、分類する、理

由付ける、関連付ける等の方法を考え、整理分析する技法を身に付け、自分の考え

を伝えようとする。 

B グローカル探究（身近な環境への関心と地域理解） 

(1) 学校の中を探検する活動を通して、学校の施設の様子や学校生活を支えている人々

や友達、通学路の様子やその安全を守っている人々などについて考えることがで

き、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが分かり、楽しく安心して

遊びや生活をしたり、安全な登下校をしたりしようとする。 

(2) 家庭の仕事を見付けて行う活動を通して、家庭での支え合いや自分の役割について

考えるとともに、世界の家庭の様子にも触れ、生活の違いや共通点に気付き、身近

な暮らしの大切さを感じながら、健康に気を付けて生活しようとする。 

(3) 身近な自然を利用したり、地域の方や外国にルーツを持つ人に聞いたりして国内外

の遊びを体験する活動を通して、遊びのルールや文化の違いに気付き、自然の不思

議さや多様な価値観を感じながら、みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとす

る。 

(4) 幼児との交流を通して、相手の思いや文化的背景を想像しながら伝え方を工夫し、

身近な人々との関わりの楽しさや多様性への理解を深め、進んで触れ合い交流しよ

うとする。 

C マイ・キャリア探究（自己理解の芽生えと興味の発見） 

(1) 自由研究に取り組む活動を通して、興味のある事象を数や形に着目して、考えたこ

とや気付いたことを筋道立ててまとめる力を身に付け、自分の問いに向かって粘り

強く考えようとする態度を育てる。 

(2) 学級などの係の仕事に取り組む活動を通して、得意なことや興味を生かして協力

し、集団の目標達成に向けた働き方を身に付け、仲間と支え合おうとする態度を育

てる。 

(3) 家庭の仕事に関わる活動を通して、家族の役割や自分にできることを考え、家庭生

活に関する理解を身に付け、進んで家庭に関わろうとする態度を育てる。  

(4) 将来の夢を描く活動を通して、自分の興味や願いを言葉にして伝え、夢に向かう姿



勢や考え方を身に付け、自分の未来に期待を持つようにする。 

 3 内容の取扱い 

 （1）地域性や幼児期との接続性への配慮 

 地域の自然や人との関わりを活かし、幼児期との接続を意識した継続的な活動を行う。ま

た、地域の自然や伝承遊びなど、実態に応じて活動を加えて指導することができる。 

（2）探究的な見方・考え方の芽生えの育成 

 活動の中で「問いを立てる」「違いに気付く」「理由を考える」などの思考のプロセ

スに触れながら、探究的な見方・考え方の芽生えを促すようにする。 

（3）振り返りによる学びの可視化 

 活動の後に簡単な振り返り（絵・言葉・ふりかえりカードなど）を取り入れ、自分

の気付きや考えの変化を可視化することで、学びの意味付けを促す。 

 〔第 2学年〕 

 １ 目 標 （比較と整理） 

   町のキラリを発見する活動を広げることを通して、次の資質・能力を身に付けるよ

うにする。 

  (1) 身近な人、もの、ことに関心を持ったり疑問に思ったりしたことを調べて、自分

なりに意味付け理解するようにする。 

 （2）関心を持ったり疑問に思ったりしたことから問いを立てて、比較したり、変化を捉

えたり、気付きを深めたりして共通点や差異点に着目して問いに応じて情報を選

び、まとめる力を育てる。 

   (3) 他者の考えに関心を持って聞き、交流したり、調整したり、自分の考えをよりよく

したりしようとする態度を養う。 

  2  内 容 

A コミュニケーション探究（思いの言語化と関わりの深化） 

(1) ソーシャルスキルトレーニングのエクササイズを使って友達と好きなものや得意な

ことを伝え合い、どんなところが似ているかを考え、自分や相手の良さに気付き、友

達に親しみを持とうとする。 

(2) 哲学対話の手法により身近なテーマについてみんなで話し合いをして、「なんでだ

ろう？」と問いを考え、自分の思いや友達の考えを聞く力に気付き、いろいろな考え

を楽しく聞こうとする。 



(3) シンキングツールを使って情報を整理する活動を通して、比較する、分類する、理

由付ける、関連付ける等の方法を考え、整理分析する技法を身に付け、自分の考えを

伝えようとする。 

B グローカル探究（地域とのつながりと生活の探究） 

(1) 地域を探検する活動を通して、地域の人々の暮らしや働き方について考えるとと

もに、世界の地域との共通点や違いにも触れ、自分たちの生活が広くつながってい

ることを感じながら、親しみや愛着をもち、安全に生活しようとする。 

(2) 地域にいる外国人や異なる文化背景を持つ人々との交流を通して、遊びや道具の 

工夫に文化的な違いがあることに気付き、多様な価値観を尊重しながら、みんなと楽

しみながら遊びを創り出し、伝え合い、進んで交流しようとする。 

(3) 自分自身の成長を振り返り物語にまとめる活動を通して、自分を支えてくれた

人々や文化的背景について考え、感謝の気持ちをもちながら、これからの成長と広

い世界への関わりに願いを持って、意欲的に生活しようとする。 

   C マイ・キャリア探究（成長の振り返りと目標の設定） 

（1）自由研究に取り組む活動を通して、興味のある事象を数や順序、分類などの視点 

で整理し、簡単なデータや図表を使って自分なりにまとめる力を育て、問いに向かっ

て考えようとするようにする。 

(2) 学級の係の仕事に取り組む活動を通して、役割を理解し、友達と協力してクラス

の活動を進める方法を身に付け、仲間と支え合おうとするようにする。  

(3) 家庭や地域の仕事に関わる活動を通して、自分にできることを見付けて取り組

み、生活の工夫や役割を理解し、進んで関わろうとするようにする。 

       (4) 将来の夢を描く活動を通して、自分の興味や願いを言葉にして伝え、夢に向かう姿

勢を育て、自分の未来に期待を持つようにする。 

 3 内容の取扱い 

  （1）第 1学年との連続的・発展的な指導 

 第 1 学年からの活動（例：交流・紹介・探検）を発展させ、児童の発達段階に応じて活動の

ねらいや方法を発展させるようにする。 

（2）思考のプロセスを通じた探究的な見方の定着 

 活動の中で、問いを立てる・比較する・分類するなどの思考のプロセスを意識的に

取り入れ、探究的な見方・考え方を定着させるようにする。 



（3）振り返りと教科横断による学びの広がり 

 活動後に振り返りを取り入れ、気付きや考えの変化を可視化するとともに、他教科

との関連を意識し、教科横断的な視点で学びを広げるようにする。 

 〔第 3学年〕 

 １ 目 標 （理解と発信） 

   地獄と温泉の町博士を目指す活動を広げることを通して、次の資質・能力を身に付

けるようにする。 

  (1) 地域の人、もの、ことから課題を見出し解決する過程で必要な知識や技能を身に

付け、課題に関わる概念を身に付けるようにする。 

 （2）地域に関する共通の課題に対して、自ら問いを立てながら、情報を集め、それを関

連付けながら整理・分析して、仮説に応じたまとめ・表現を行い、協働して振り返

り、評価・課題の更新を行うことができるようにする。 

   (3) 他者の考えに関心を持って聞き、粘り強く自分の考えを伝えたり、調整したりし

て、よりよい解決方法を目指して新しい価値を創造しようとする態度を養う。 

  2  内 容 

A コミュニケーション探究（表現の工夫と伝達の力） 

(1) ソーシャルスキルトレーニングのエクササイズを使ってグループで話し合いや質問

を通して、共通点や違いを見付け、どうしてそう考えるのかを比べ、自分と他者の考

え方や見え方に気付き、協力して関係を深めようとする。 

(2) 哲学対話の手法により自分たちで問いを立てて話し合いをし、「どうしてそう思う

のか？」と考え、理由を伝えたり相手の考えを受け止めたりする力に気付き、違いを

認めながら話し合おうとする。 

(3) シンキングツールを使って情報を整理する活動を通して、比較する、分類する、理

由付ける、関連付ける等の方法を考え、整理分析する技法を身に付け、自分の考えを

伝えようとする。 

B グローカル探究（地域課題への気付きと役割意識） 

(1) 別府温泉の地獄めぐりや八湯を調べる活動を通して、地域の自然資源と観光の特色

を理解し、別府の魅力と課題について考え、地域のよさを発信しようとするととも

に、世界の温泉地との比較を通して、地域の魅力を国際的な視点で捉えようとする。 



（2）別府の特産品や観光施設を紹介するパンフレットや Tシャツを作る活動を通し

て、情報の伝え方やデザインの工夫を理解し、外国人観光客の視点を取り入れるな

どして誰に何をどう伝えるかについて考え、効果的に発信しようとする。 

（3）地域で働く人にインタビューする活動を通して、仕事と地域社会のつながりや地

域の産業と世界とのつながりなどを理解し、自分たちの生活との関係について広い

視野で考えながら、地域の一員として関わろうとする。 

C マイ・キャリア探究（自己の役割意識と挑戦の意欲） 

(1) 自由研究として、趣味や地域の事象を数や形、順序などの視点で調べてまとめる

活動を通して、情報の扱い方を身に付け、問いに向かって粘り強く考えようとする

ようにする。 

       (2) 学級の係の仕事に取り組む活動を通して、役割を理解し、協力して働く方法を考

え、仲間と支え合おうとするようにする。 

     (3) 家庭の仕事に関わる活動を通して、家族の役割や自分の役割を考え、生活への理

解を深め、進んで関わろうとするようにする。 

     (4) 将来の夢と必要な力を考える活動を通して、自分の目標に向けた力を見付け、夢

に向かう姿勢を育て、自分の未来に期待を持つようにする。 

 3 内容の取扱い 

（1）低学年で育てた力の発展的活用 

第 1・第 2学年で育てた「気付き」「比較・整理｣「交流・表現」等の力を基盤とし

て、問いを深める活動や情報の整理・分析、他者との協働による探究活動へと発展さ

せるようにする。 

（2）探究のプロセスを構造的に理解・活用する 

探究活動の中で、問いの設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現、振り返

り・課題の更新といった一連のプロセスを意識的に扱い、児童が自分なりの探究の流

れを理解し、活用できるようにする。 

   （3）振り返りと課題の更新による学びの深化 

活動後の振り返りを通して、自分の考えの変化や新たな問いに気付き、次の探究に

つなげる力を育てる。児童が自ら課題を更新し、探究を継続・発展させる姿勢を育む

ようにする。 

 〔第 4学年〕 



 １ 目 標 （構造化と提案） 

   火山と温泉の町で命と環境を守る活動を広げることを通して、次の資質・能力を身

に付けるようにする。 

  (1) 地域の人、もの、ことから課題を見出し解決する過程で必要な知識や技能を身に

付け、課題に関わる概念を身に付けるようにする。 

 （2）地域に関する共通の課題に対して、自ら問いを立てながら、情報を集め、整理・分

析して、仮説に応じたまとめ・表現を行い、協働による評価・課題の更新を行うとと

もに、課題解決や改善に向けて提案する力を育てる。 

   (3) 他者の考えに関心を持って聞き、粘り強く自分の考えを伝えたり、調整したりし

て、よりよい解決方法を目指して新しい価値を創造しようとする態度を養う。 

  2  内 容 

A コミュニケーション探究（多様な視点との対話と理解） 

(1) ソーシャルスキルトレーニングのエクササイズを使ってグループで話し合いや質

問を通して共通点や違いを見付け、どうしてそう考えるのかを比べ、自分と他者の

考え方や見え方に気付き、協力して関係を深めようとする。 

(2) 哲学対話の手法により自分たちで問いを立てて話し合いをし、「どうしてそう思う 

のか？」と考え、理由を伝えたり相手の考えを受け止めたりする力に気付き、違い

を認めながら話し合おうとする。 

(3) シンキングツールを使って話し合いたい課題と、進めるために必要な思考力を見 

通して選び、情報を整理する技法を身に付け、解決に向けて話し合おうとする。 

B グローカル探究（地域と世界の関係性の発見） 

(1) 給食の残菜や食品ロスについて調べる活動を通して、食と資源の関係を理解し、持

続可能な消費について考え、世界の食料問題や SDGs の視点をもちながら食べ物を大

切にしようとする。 

(2) ゴミ拾いやリサイクル活動を通して、環境問題の現状と取り組みを理解し、自分た

ちの生活との関係について考え、世界の環境保全活動なども比較しながら、環境を守

る行動をしようとする。 

(3) 別府周辺や大分県の SDGs の取り組みを調べる活動を通して、地域の課題と努力を

理解し、自分たちにできることについて考え、地域の未来に貢献しようとする。 

(4) 世界の環境問題に関する音楽や文化を調べる活動を通して、表現の力と多様な視点



を理解し、環境への思いを伝える方法について考え、創造的に発信しようとするとと

もに異なる文化の表現方法を尊重しようとする。 

C マイ・キャリア探究（可能性の拡張と進路への関心） 

 (1) 自由研究として、地域の事象や自分の興味をもとに、数理的な視点で調べてまとめ

る活動を通して、情報の整理・考察の力を高め、問いに向かって探究しようとするよ

うにする。 

 (2) 学級の係の仕事に取り組む活動を通して、役割を理解し、協力して働く方法を考

え、仲間と支え合おうとするようにする。 

 (3) 家庭や地域の仕事に関わる活動を通して、生活の工夫や役割を理解し、自分にでき

ることを見付けて取り組み、進んで関わろうとするようにする。 

    (4) 将来の夢と必要な力を考える活動を通して、自分の目標に向けた力を見付け、夢

に向かう姿勢を育て、自分の未来に期待を持つようにする。 

 3 内容の取扱い 

 （1）中学年としての探究力の発展的活用 

第 3学年で育てた「問いの深まり」「情報の整理・分析」「協働的な探究」の力を基

盤として、課題への主体的な関わりや新しい価値の創造へと発展させるようにする。 

  （2）地域との協働による実社会との接続 

地域の人々や施設、自然や文化との関わりを通して、自分たちの生活が社会とつな

がっていることに気付き、課題意識を持つて探究に取り組むようにする。活動では、

地域の人々と協働して活動を企画・実施する経験を通して、地域への関心や愛着を育

むことを大切にする。 

  （3）協働的な価値創造の進め方を育てる 

  グループでの話し合いや役割分担、他者の考えとの調整などを通して、協働的に探

究を進める方法を身に付けるようにする。活動の中では、目的に応じた伝え方を工夫

したり、他者と協力して新しい価値を創造したりする経験を通して、粘り強く取り組

む姿勢や協働する態度を育てる。 

〔第 5学年〕 

 第１ 目 標 （多面的分析と価値創造） 

   平和で災害に強い未来を創ることを考える活動を広げることを通して、次の資質・



能力を身に付けるようにする。 

  (1) 現代的・歴史的、世界的な事象から課題を見出し解決する過程で必要な知識や技

能を身に付け、課題に関わって多面的な視点から概念を身に付けるようにする。 

 （2）現代的・歴史的、世界的な諸課題から、自ら見出した課題について、情報を集め、

整理・分析して、まとめ・表現、評価・課題の更新を行いながら、仮説検証や構造化

することを通して、課題解決の方法を創造する力を育てる。 

    (3) 多様な他者の考えを丁寧に聞き、粘り強く自分の考えを伝えたり、違いを調整し 

たりして、より幸せな社会を目指して新しい価値を創造しようとする態度を養う。 

  第 2 内 容 

   A コミュニケーション探究（協働的な関係の構築と発信） 

(1) ソーシャルスキルトレーニングのエクササイズを使って自分と他者の価値観や印象

の違いを対話で確かめる活動を通して、どうすれば互いに理解し合えるかを考え、違

いを受け止めながら合意形成する力に気付き、多様な関係性を築こうとする。 

(2) 哲学対話の手法により問いを立てて対話を重ね、「本当にそうなのか？」と考え直

し、自分の考えを深めたり他者と共に問い続けたりする力に気付き、問いを通して新

しい見方や価値を生み出そうとする。 

(3) シンキングツールを使って話し合いたい課題と、進めるために必要な思考力を見通

して選び、情報を整理する技法を身に付け、解決に向けて話し合おうとする。 

B グローカル探究（多文化理解と共生の視点） 

(1) 広島・長崎などの平和施設を見学する活動を通して、戦争と平和の歴史を理解し、

平和な社会の在り方について考え、自分たちにできることを見付けようとするととも

に、世界の紛争や平和活動にも目を向け、SDGs の「平和と公正」につながる行動を

考えようとする。 

(2) 災害や減災について調べる活動を通して、自然災害のしくみと備えの重要性を理解

し、安全な暮らしについて考え、地域での防災行動をしようとするとともに、世界の

災害対応や国際支援の事例と比較しながら、グローバルな視点で防災の意義を考えよ

うとする。 

(3) 異文化コミュニケーションに関する活動を通して、文化の違いや共生の意義を理解

し、多様な人々との関わり方について考え、互いを尊重しようとするとともに、SDGs

の「人や国の不平等をなくそう」の視点から、共生社会の実現に向けた課題を考えよ



うとする。 

(4) 平和をテーマにしたクレイアニメーション制作等を通して、表現の力と協働の大切

さを理解し、平和への思いを伝える方法について国際的な視点を取り入れて考え、創

造的に世界に向けたメッセージとして発信することを意識しようとする。 

C マイ・キャリア探究（社会との接点と生き方の探究） 

(1) 自由研究として、地域の課題や自分の問いをもとに自由研究に取り組み、数理的・

社会的な視点で整理・考察する力を高め、探究の質を深めようとする。 

(2) 学級や学校の係・委員会活動に取り組む活動を通して、役割を理解し、協力して働

く方法を考え、仲間と支え合おうとするようにする。 

(3) 家庭や地域の仕事に関わる活動を通して、役割や働き方を考え、生活への理解を深

め、進んで関わろうとするようにする。 

(4) 自分の夢と必要な力を考える活動を通して、将来の目標に向けた力を見付け、キャ

リア形成の視点を育て、自分の未来に期待を持つようにする。 

 3 内容の取扱い 

 （1）探究のプロセスの自覚的な活用と社会との接続 

第 4学年までに育てた探究のプロセスを自覚的に活用しながら、自分の問いを地域

や社会の課題とつなげて探究するようにする。活動では、情報の収集・分析・表現を

通して、自分の考えを社会に向けて発信する力を育てる。 

 （2）協働による価値創造と行動へのつながり 

グループでの話し合いや役割分担を通して、協働的に探究を進める方法を身に付け

るようにする。活動の中では、自分たちで考えたことを行動に移す経験を通して、粘

り強く取り組む姿勢や、他者と協力して価値を創造する態度を育てる。 

 （3）振り返りによる自己理解と学びの深化 

活動後の振り返りを通して、自分の考えの変化や新たな問いに気付き、次の探究に

つなげる力を育てる。振り返りの中で、自分の成長や他者との関わりの意味を見出す

ようにする。 

〔第 6学年〕 

 １ 目 標 （論理構成と社会参画） 

   国際社会に生きる人間を目指した活動を広げることを通して、次の資質・能力を身



に付けるようにする。 

  (1) 現代的・歴史的、世界的な事象から課題を見出し解決する過程で必要な知識や技

能を身に付け、課題に関わって多面的な視点から概念を身に付けるようにする。 

 （2）現代的・歴史的、世界的な諸課題から、自ら見出した課題について、情報を集め、

整理・分析して、まとめ・表現、評価・課題の更新を行いながら、仮説検証や構造化

を行うことを通して、新しい価値を創造する力を育てる。 

   (3) 多様な他者の考えを丁寧に聞き、粘り強く自分の考えを伝えたり、違いを調整し 

たりして、より幸せな社会を目指して新しい価値を創造しようとする態度を養う。 

  2 内 容 

A コミュニケーション探究（論理的表現と社会との接続） 

(1) 自分の意見を論文や発表で伝える活動を通して、構成や根拠を明確にする力を働か

せ、論理的な表現方法を身に付け、自分の考えを広く伝えようとするようにする。 

(2) 哲学対話の手法により問いを立てて対話を重ね、「本当にそうなのか？」と考え直

し、自分の考えを深めたり他者と共に問い続けたりする力に気付き、問いを通して新

しい見方や価値を有無だそうとする。 

(3) シンキングツールを使って話し合いたい課題と、進めるために必要な思考力を見通

して、情報を整理する技法を身に付け、解決に向けて話し合おうとする。 

B グローカル探究（地域・世界課題への主体的関わり） 

(1) 大分の先人（大友宗麟・中村裕など）について調べる活動を通して、地域の歴史 

と貢献を理解し、自分たちの未来とのつながりについて考え、地域の発展に向けて行

動しようとする。 

(2) 地域の課題や取り組みを調べる活動を通して、社会のしくみと課題解決の方法を理

解し、自分たちの役割について考え、地域に貢献しようとする。 

(3) 探究科での学びを論文にまとめる活動を通して、情報の整理と伝え方を理解し、自

分の考えを深める方法について考え、論理的に発信しようとする。    

(4) 地域の人との交流や協働活動を通して、共に生きる社会のあり方を理解し、人との

関わりの意味について考え、積極的に関わろうとする。 

C マイ・キャリア探究（価値観の深化と未来構想の形成） 

(1) 自由研究として、地域の課題や自分の問いをもとに自由研究に取り組み、数理 



的・社会的な視点で整理・考察する力を高め、探究の質を深めようとする。 

(2) 学校の係・委員会活動や地域との連携活動に取り組む活動を通して、役割を理解

し、協力して働く方法を考え、仲間と支え合おうとするようにする。 

(3) 家庭や地域の仕事に関わる活動を通して、社会とのつながりや自分の役割を考 

え、生活への理解を深め、進んで関わろうとするようにする。 

(4) 自分の夢と必要な力を考える活動を通して、将来の目標に向けた力を見付け、キャ

リア形成の視点を育て、自分の未来に期待を持つようにする。 

 3 内容の取扱い 

 （1）教育目標との接続を意識した探究の展開 

学校の教育目標にある「創造力」「人間性」「行動力」への到達を意識しながら、自分

の問いを深め、社会とのつながりの中で探究を進めるようにする。活動では、自分の考

えを社会に向けて発信し、行動に移す経験を通して、教育目標に重なる力を育てる。 

（2）協働による創造的な実践の経験 

他者と協働して課題を解決したり、新しい価値を創造したりする活動を通して、自分

の個性を生かしながら、仲間とともによりよい社会を目指す姿勢を育てる。活動の中で

は、自分の役割を果たしながら他者の考えを尊重し、調整・統合する力を育てる。 

（3）振り返りと自己の在り方の探究 

活動後の振り返りを通して、自分の成長や課題への向き合い方を見直し、自分の生き

方や社会との関わり方について考える力を育てる。児童が自らの探究を通して、自分の

未来に期待をもち、学び続けようとする姿勢を育むようにする。 

  

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 １ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

 (1) 年間・単元の見通しと資質・能力の育成 

・年間及び単元のまとまりを見通し、探究的な見方・考え方を働かせながら、情報活

用能力、言語能力、問題発見・解決能力などの資質・能力の育成を図り、探究力と

して総合的に発揮できるようにする。 

  ・低学年においては、児童が具体的な活動や体験を通して、身近な生活や地域・社

会・自然との関わりを実感できるようにする。 



  ・全学年にわたって、地域探究、フィールドワーク、交流活動などの校外活動を積極

的に取り入れ、実社会との接続を促す。 

(2) 発達段階を踏まえた 2学年毎の見通し 

探究科の指導に当たっては、児童の発達段階に応じた 2学年間のまとまりを意識し、

資質・能力の育成を段階的かつ連続的に図るようにする。 

・低学年では、児童が身近な生活や環境に親しみを持ちながら、「思いや願いを持つ」

「活動や体験をする」｢感じる・考える・気付く｣「表現する・振り返る」といった探

究の基礎的な活動に自然に取り組めるようにする。活動の中で、思考の芽生えや他者

との関わりの楽しさを感じられるようにし、探究的な見方・考え方の土台を育てるこ

とに留意する。 

・中学年では、児童が自らの問いを深め、仲間と協働しながら探究を進める力を育てる

ようにする。活動の中では、情報の整理・分析を通して価値を見出したり、地域や社

会とのつながりを実感したりする経験を重ね、探究のプロセスを構造的に理解できる

ようにすることが大切である。 

・高学年では、児童が自覚的な探究者として、自分の問いを社会的な課題と結びつけな

がら、発信や行動に移す力を育てるようにする。活動の中では、他者と協働して新し

い価値を創造したり、自分の考えを振り返って自己の在り方を探究したりする経験を

通して、教育目標に重なる力の育成を意識する。 

 (3) 継続的な活動の設定 

・児童の興味・関心に応じた継続的なテーマ（例：地域の自然、人との関わり、生活改

善）を設定し、長期的な探究活動を行う。特に、私立学校として、幼児教育施設との

架け橋づくりを進めて、様々な園から安心して入学してくることができるように、低

学年だけでなく、中・高学年においても幼児との交流活動を適宜位置付け、どのよう

な角度からでも、学校の魅力を伝えたり、小学校のよさを伝えたりして学んだことを

アウトプットしながら学んだことを概念化できるようにする。 

  ・自由研究やキャリアに関する取組などは、学年を越えて弾力的かつ継続的に取り組

むことができるようにする。 

 (4) 他教科等との関連と幼児期との接続 

・他教科等との合科的・関連的・総合的な指導を積極的に図り教育全体の充実を図る。 

  ・特に低学年では、幼児期の「遊びを通した総合的な学び」から、小学校での「自覚

的な学び」への移行を円滑に進める。また、柔軟な時間割や体験活動を通して、そ



の後の探究科の基礎を築く。 

 (5) 障害のある児童への配慮 

・探究活動において生じる特に事態の急変や計画推進の困難さなどに応じて、指導内容

や方法を計画的・組織的に工夫する。 

  ・活動の場面では、周囲の児童が多様な特性を尊重し、共に学び合う姿勢を育てる。 

 (6) 道徳教育との関連 

・探究科の活動（例：平和・共生・地域貢献・命の尊重など）において、道徳科の目標

や内容と関連付けて指導する。 

  ・探究の過程で、価値判断や他者理解を深める場面を意図的に設ける。 

２．内容の取扱いに当たっての配慮事項 

(1) 地域・社会・自然の一体的な活用 

・地域の人々・施設・自然・文化資源を活かし、それらを一体的に扱う探究活動を工夫

する。 

  ・地域探究・交流・環境調査などを通して、実社会とのつながりを実感できるように

する。 

(2) 多様な表現活動の充実 

・探究活動の成果や気付きは、言葉・絵・図・劇・動画など多様な方法で表現できるよ

うにする。 

  ・表現を通して、気付きの確かさや関連性を深めるように工夫する。 

(3) 多様な思考活動の導入 

・順序付ける、比較する、分類する、関連付ける、多面的・多角的に見る、理由付け

る、見通す、具体化する、抽象化する、構造化する、焦点化する、予想する、変化を

捉える、広げて見る、要約する等の１２の思考スキルを探究の過程に組み込む。 

  ・シンキングツールや対話活動を活用し、思考の可視化と共有を促す。 

 (4) 情報機器等の適切な活用 

・ICT や図書資料などの情報手段を、児童の発達段階や探究科の特性に応じて適切に活

用する。その際 IT 支援員や図書館司書と連携して専門的かつ効果的な指導を行う。 

  ・情報モラルや基本操作についても、探究活動の中で適宜指導する。 



 (5) 多様な人との触れ合い 

・幼児・高齢者・障害のある人など、多様な人々との交流活動を通して、他者理解と

共生の態度を育てる。特に、県内の幼稚園・保育園・こども園からの交流依頼に応

じて、探究科の活動内容に組み込み、対象者のニーズに合ったおもてなしの気持ち

で交流を深めるようにする。 

・地域との連携を通じて、実社会での関わりを体験できるようにする。 

(6) 習慣・技能の指導 

・探究活動の中で、生活上必要な習慣（例：計画・記録・協力・安全）や技能（例：

調査・発表・まとめ）を適宜指導する。 

   ・自分自身・社会・自然との関わりを通して、実践的な力を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜資料１＞指導時間数一覧（標準授業時数との対比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料２＞領域毎の時間配分の目安  

 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

A コミュニケーシ

ョン探究 

２０ ２０ ２５ ２５ ２０ ２０ 

B グローカル探究 ７０ 

 

７０ 

 

９０ ９０ ６０ ６０ 

C マイ・キャリア

探究 

１５ １５ ２５ ２５ ２５ ２５ 

合計 １０５ １０５ １４０ １４０ １０５ １０５ 

 ※A領域については、朝の時間（22.5 分）の年間 40 コマも活用して計画的に行う。 

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

905 965 1035 1070 1065 1065

(850) (910) (980) (1015) (1015) (1015)

+55 +55 +55 +55 +50 +50

302 310 240 240 170 170

(306) (315) (245) (245) (175) (175)

-4 -5 -5 -5 -5 -5

65 85 95 100

(70) (90) (100) (105)

-5 -5 -5 -5

132 170 170 170 205 205

(136) (175) (175) (175) (175) (175)

-4 -5 -5 -5 +30 +30

85 100 100 100

(90) (105) (105) (105)

-5 -5 -5 -5

15 25

(102) (105)

-87 -80

64 65 55 55 45 45

(68) (70) (60) (60) (50) (50)

-4 -5 -5 -5 -5 -5

64 65 55 55 45 45

(68) (70) (60) (60) (50) (50)

-4 -5 -5 -5 -5 -5

55 50

(60) (55)

-5 -5

98 100 100 100 85 85

(102) (105) (105) (105) (90) (90)

-4 -5 -5 -5 -5 -5

0 0

(70) (70)

-70 -70

30 30 30 30 30 30

(34) (35) (35) (35) (35) (35)

-4 -5 -5 -5 -5 -5

0 0

(35) (35)

-35 -35

0 0 0 0

(70) (70) (70) (70)

-70 -70 -70 -70

30 30 30 30 30 30

(34) (35) (35) (35) (35) (35)

-4 -5 -5 -5 -5 -5

65 65 65 65 100 100

105 105 140 140 105 105

- -- -

- -

- -

- - - -

総合的な学習の時間

の授業時数

特別活動の授業時数

英語

特別の教科である道徳

の授業時数

外国語活動の授業時数

- -

- -

- - - -

-

探究

学年

合計

各教科の授業時数

国語

社会

算数

理科

生活

音楽

図画工作

家庭

体育

外国語

-



＜資料 3＞言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力の 3つの柱と探究力への統合 

 知識・技能 思考力・判断力・表現

力 

学びに向かう力・人間

性等 

言語能力 〔言葉の役割・使い方、言

語文化の理解〕 
言葉の働きや役割に関する

理解、言葉の特徴やきまりに

関する理解と 使い分け、言葉

の使い方に関する理解と使い

分け、言語文化に関する理

解、既有知識（教科に関する

知識、一般常識、社会的規範

等）に関する理解。 

〔情報の構造化、感情や想

像の言語化、伝え合う力〕 
テクスト（情報）を理解し

たり、文章や発話により表現

したりするた めの力として、

情報を多面的・多角的に精査

し構造化する力、言葉によっ

て感じたり想像したりする

力、感情や想像を言葉にする

力、言葉を通じて伝え合う

力、構成・表現形式を評価す

る力、考えを形成し深める

力。 

〔他者との対話、言語文化

の担い手としての自覚、豊

かな心で学ぶ態度〕        

言葉を通じて、社会や文化を

創造しようとする態度、自分の

ものの見方や考え方を広げ深め

ようとする態度、集団としての

考えを発展・深化させようとす

る態度、心を豊かにしようとす

る態度、己や他者を尊重しよう

とする態度、自分の感情をコン

トロールして学びに向かう態

度、言語文化の担い手としての

自覚。 

情報活用能力 〔情報技術の活用、情報の

扱い方、社会的マナー〕 
情報と情報技術を活用した

問題の発見 ･ 解決等の方法

や、情報化の進展が社会の中

で果たす役割や影響、情報に

関する法 ･ 制度やマナー、個

人が果たす役割や責任等につ

いて、情報の科学的な理解に

裏打ちされた 形で理解し、情

報と情報技術を適切に活用す

るために必要な技能を身に付

けていること。 

〔情報の関連付けと意味づ

け、適切な技術活用〕   
様々な事象を情報とその結

びつきの視点から捉え、複数

の情報を結び つけて新たな意

味を見出す力や、問題の発

見 ･ 解決等に向けて情報技術 

を適切かつ効果的に活用する

力を身に付けていること。 

〔情報社会への主体的参

画、倫理的態度、責任ある

行動〕 
情報や情報技術を適切かつ効

果的に活用して情報社会に主体

的に参画 し、その発展に寄与

しようとする態度等を身に付け

ていること。 

問題発見・解

決能力 

〔問題設定・情報収集・表現

に必要な知識と技能〕 
＊問題を見いだしたり、課題

を設定したりするために必要

な知識や技能。 

＊問題の解決に向けて情報を

収集・整理・分析したり、考

えをまとめ・表現したりする

ために必要な知識や技能。 

〔問題の見通し、計画、実

行、振り返りと更新〕 
＊事実・事象から問題を見出

したり、課題を設定したり、

問題の解決の見通しを持ち、

解決の方向や筋道を決めたり

計画を立てる力。 

＊結果を推測しながら計画を

実行し、解決に向けて情報を 

収集・整理・分析したり、考

えをまとめ・表現したり、課

題を更新したりする力。 

〔粘り強い試行錯誤、協働的

な問題解決への姿勢、自ら

の学びを調整する態度〕 
＊試行錯誤したり見通しを付け

たりしながら問題を発見した

り、自らの学習を振り返りより

よい問題を発見したりしようと

する態度 。 

＊主体的に他者と関わり、自ら

の学習を調整しながら問題を解

決したり、自らの学習を振り返

り、よりよく問題を解決しした

りしようとする態度 

探究力へ統合 言葉や情報を適切に扱

い、探究の基盤となる

知識・技能を習得す

る。 

情報と情報技術を活用

し、言語を通じて思考

を構造化し、探究的に

表現する力を育む。 

他者とつながり、言葉

と情報を通じて協働

し、探究を通じて人間

性を育む。 



＜資料 4＞探究科の領域毎の内容 

学年 A 領域 B 領域 C 領域 

１ (1) ソーシャルスキルトレーニング

のエクササイズを使って友達と

好きなものや得意なことを伝え

合い、どんなところが似ているか

を考え、自分や相手の良さに気付

き、友達に親しみをもとうとす

る。 

 

(2) 哲学対話の手法により身近なテ

ーマについてみんなで話し合い

をして、「なんでだろう？」と問

いを考え、自分の思いや友達の考

えを聞く力に気付き、いろいろな

考えを楽しく聞こうとする。 

 

(3) シンキングツールを使って情報

を整理する活動を通して、比較

する、分類する、理由付ける、

関連付ける等の方法を考え、整

理分析する技法を身に付け、自

分の考えを伝えようとする。 

 

(1) 学校の中を探検する活動を通して，学

校の施設の様子や学校生活を支えて

いる人々や友達，通学路の様子やその

安全を守っている人々などについて

考えることができ，学校での生活は

様々な人や施設と関わっていること

が分かり，楽しく安心して遊びや生活

をしたり，安全な登下校をしたりしよ

うとする。 

(2) 家庭の仕事を見付けて行う活動を通

して、家庭での支え合いや自分の役割

について考えるとともに、世界の家庭

の様子にも触れ、生活の違いや共通点

に気付き、身近な暮らしの大切さを感

じながら、健康に気を付けて生活しよ

うとする。 

(3) 身近な自然を利用したり、地域の方や

外国にルーツをもつ人に聞いたりし

て国内外の遊びを体験する活動を通

して、遊びのルールや文化の違いに気

付き、自然の不思議さや多様な価値観

を感じながら、みんなと楽しみながら

遊びを創り出そうとする。 

(4) 幼児との交流を通して、相手の思い

や文化的背景を想像しながら伝え方

を工夫し、身近な人々との関わりの

楽しさや多様性への理解を深め、進

んで触れ合い交流しようとする。 

 

(1) 自由研究に取り組む活動を通して、

興味のある事象を数や形に着目し

て、考えたことや気付いたことを筋

道立ててまとめる力を身に付け、自

分の問いに向かって粘り強く考えよ

うとする態度を育てる。 

 

（2）学級などの係の仕事に取り組む活

動を通して、得意なことや興味を生

かして協力し、集団の目標達成に向

けた働き方を身に付け、仲間と支え

合おうとする態度を育てる。 

 

(3) 家庭の仕事に関わる活動を通して、

家族の役割や自分にできることを考

え、家庭生活に関する理解を身に付

け、進んで家庭に関わろうとする態

度を育てる。  

 

(4) 将来の夢を描く活動を通して、自分

の興味や願いを言葉にして伝え、夢

に向かう姿勢や考え方を身に付け、

自分の未来に期待をもつようにす

る。 

２ (1) ソーシャルスキルトレーニング

のエクササイズを使って友達と

好きなものや得意なことを伝え

合い、どんなところが似ている

かを考え、自分や相手の良さに

気付き、友達に親しみを持とう

とする。 

 

(2) 哲学対話の手法により身近なテ

ーマについてみんなで話し合い

をして、「なんでだろう？」と問

いを考え、自分の思いや友達の

考えを聞く力に気付き、いろい

ろな考えを楽しく聞こうとす

る。 

 

(3) シンキングツールを使って情報

を整理する活動を通して、比較

する、分類する、理由付ける、

関連付ける等の方法を考え、整

理分析する技法を身に付け、自

分の考えを伝えようとする。 

(1) 地域を探検する活動を通して、地域

の人々の暮らしや働き方について考

えるとともに、世界の地域との共通

点や違いにも触れ、自分たちの生活

が広くつながっていることを感じな

がら、親しみや愛着をもち、安全に

生活しようとする。 

 

(2) 地域にいる外国人や異なる文化背景

をもつ人々との交流を通して、遊び

や道具の工夫に文化的な違いがある

ことに気付き、多様な価値観を尊重

しながら、みんなと楽しみながら遊

びを創り出し、伝え合い、進んで交

流しようとする。 

 

(3) 自分自身の成長を振り返り物語にま

とめる活動を通して、自分を支えて

くれた人々や文化的背景について考

え、感謝の気持ちをもちながら、こ

れからの成長と広い世界への関わり

に願いをもって、意欲的に生活しよ

うとする。 

 

(1) 自由研究に取り組む活動を通して、

興味のある事象を数や順序、分類な

どの視点で整理し、簡単なデータや

図表を使って自分なりにまとめる力

を育て、問いに向かって考えようと

するようにする。 

 

(2) 学級の係の仕事に取り組む活動を通

して、役割を理解し、友達と協力し

てクラスの活動を進める方法を身に

付け、仲間と支え合おうとするよう

にする。  

 

(3) 家庭や地域の仕事に関わる活動を通

して、自分にできることを見付けて

取り組み、生活の工夫や役割を理解

し、進んで関わろうとするようにす

る。 

 

(4) 将来の夢を描く活動を通して、自分

の興味や願いを言葉にして伝え、夢

に向かう姿勢を育て、自分の未来に

期待をもつようにする。 



 

学年 A 領域 B 領域 C 領域 

３ (1) ソーシャルスキルトレーニング

のエクササイズを使ってグルー

プで話し合いや質問を通して、

共通点や違いを見付け、どうし

てそう考えるのかを比べ、自分

と他者の考え方や見え方に気付

き、協力して関係を深めようと

する。 

 

(2) 哲学対話の手法により自分たち

で問いを立てて話し合いをし、

「どうしてそう思うのか？」と

考え、理由を伝えたり相手の考

えを受け止めたりする力に気付

き、違いを認めながら話し合お

うとする。 

 

(3) シンキングツールを使って情報

を整理する活動を通して、比較

する、分類する、理由付ける、

関連付ける等の方法を考え、整

理分析する技法を身に付け、自

分の考えを伝えようとする。 

(1) 別府温泉の地獄めぐりや八湯を調べ

る活動を通して、地域の自然資源と

観光の特色を理解し、別府の魅力と

課題について考え、地域のよさを発

信しようとするとともに、世界の温

泉地との比較を通して、地域の魅力

を国際的な視点で捉えようとする。 

 

(2）別府の特産品や観光施設を紹介する

パンフレットや T シャツを作る活動

を通して、情報の伝え方やデザイン

の工夫を理解し、外国人観光客の視

点を取り入れるなどして誰に何をど

う伝えるかについて考え、効果的に

発信しようとする。 

 

(3）地域で働く人にインタビューする活

動を通して、仕事と地域社会のつな

がりや地域の産業と世界とのつなが

りなどを理解し、自分たちの生活と

の関係について広い視野で考えなが

ら、地域の一員として関わろうとす

る。 

 

(1) 自由研究として、趣味や地域の事象

を数や形、順序などの視点で調べて

まとめる活動を通して、情報の扱い

方を身に付け、問いに向かって粘り

強く考えようとするようにする。 

 

(2) 学級の係の仕事に取り組む活動を通

して、役割を理解し、協力して働く

方法を考え、仲間と支え合おうとす

るようにする。 

 

(3) 家庭の仕事に関わる活動を通して、

家族の役割や自分の役割を考え、生

活への理解を深め、進んで関わろう

とするようにする。 (4) 将来の夢

と必要な力を考える活動を通して、

自分の目標に向けた力を見付け、夢

に向かう姿勢を育て、自分の未来に

期待をもつようにする。 

４ (1) ソーシャルスキルトレーニング

のエクササイズを使ってグルー

プで話し合いや質問を通して共

通点や違いを見付け、どうして

そう考えるのかを比べ、自分と

他者の考え方や見え方に気付

き、協力して関係を深めようと

する。 

 

(2) 哲学対話の手法により自分たち

で問いを立てて話し合いをし、

「どうしてそう思うのか？」と

考え、理由を伝えたり相手の考

えを受け止めたりする力に気付

き、違いを認めながら話し合お

うとする。 

 

(3) シンキングツールを使って話し

合いたい課題と、進めるために

必要な思考力を見通して選び、

情報を整理する技法を身に付

け、解決に向けて話し合おうと

する。 

(1) 給食の残菜や食品ロスについて調べ

る活動を通して、食と資源の関係を

理解し、持続可能な消費について考

え、世界の食料問題や SDGs の視点を

もちながら食べ物を大切にしようと

する。 

 

(2) ゴミ拾いやリサイクル活動を通し

て、環境問題の現状と取り組みを理

解し、自分たちの生活との関係につ

いて考え、世界の環境保全活動など

も比較しながら、環境を守る行動を

しようとする。 

 

(3) 別府周辺や大分県の SDGs の取り組み

を調べる活動を通して、地域の課題

と努力を理解し、自分たちにできる

ことについて考え、地域の未来に貢

献しようとする。 

 

(4)世界の環境問題に関する音楽や文化を

調べる活動を通して、表現の力と多

様な視点を理解し、環境への思いを

伝える方法について考え、創造的に

発信しようとするとともに異なる文

化の表現方法を尊重しようとする。 

 

(1) 自由研究として、地域の事象や自分

の興味をもとに、数理的な視点で調

べてまとめる活動を通して、情報の

整理・考察の力を高め、問いに向か

って探究しようとするようにする。 

 

(2) 学級の係の仕事に取り組む活動を通

して、役割を理解し、協力して働く

方法を考え、仲間と支え合おうとす

るようにする。 

 

(3) 家庭や地域の仕事に関わる活動を通

して、生活の工夫や役割を理解し、

自分にできることを見付けて取り組

み、進んで関わろうとするようにす

る。 

 

(4) 将来の夢と必要な力を考える活動を

通して、自分の目標に向けた力を見

付け、夢に向かう姿勢を育て、自分

の未来に期待をもつようにする。 

 



学年 A 領域 B 領域 C 領域 

５ (1) ソーシャルスキルトレーニング

のエクササイズを使って自分と

他者の価値観や印象の違いを対

話で確かめる活動を通して、ど

うすれば互いに理解し合えるか

を考え、違いを受け止めながら

合意形成する力に気付き、多様

な関係性を築こうとする。 

 

(2) 哲学対話の手法により問いを立

てて対話を重ね、「本当にそうな

のか？」と考え直し、自分の考

えを深めたり他者と共に問い続

けたりする力に気付き、問いを

通して新しい見方や価値を生み

だそうとする。 

 

(3) シンキングツールを使って話し

合いたい課題と、進めるために

必要な思考力を見通して選び、

情報を整理する技法を身に付

け、解決に向けて話し合おうと

する。 

(1) 広島・長崎などの平和施設を見学す

る活動を通して、戦争と平和の歴史

を理解し、平和な社会の在り方につ

いて考え、自分たちにできることを

見付けようとするとともに、世界の

紛争や平和活動にも目を向け、SDGs

の「平和と公正」につながる行動を

考えようとする。 

 

(2) 災害や減災について調べる活動を通

して、自然災害のしくみと備えの重

要性を理解し、安全な暮らしについ

て考え、地域での防災行動をしよう

とするとともに、世界の災害対応や

国際支援の事例と比較しながら、グ

ローバルな視点で防災の意義を考え

ようとする。 

 

(3) 異文化コミュニケーションに関する

活動を通して、文化の違いや共生の

意義を理解し、多様な人々との関わ

り方について考え、互いを尊重しよ

うとするとともに、SDGs の「人や国

の不平等をなくそう」の視点から、

共生社会の実現に向けた課題を考え

ようとする。 

 

(4) 平和をテーマにしたクレイアニメー

ション制作等を通して、表現の力と

協働の大切さを理解し、平和への思

いを伝える方法について国際的な視

点を取り入れて考え、創造的に世界

に向けたメッセージとして発信する

ことを意識しようとする。 

 

(1) 自由研究として、地域の課題や自分

の問いをもとに自由研究に取り組

み、数理的・社会的な視点で整理・

考察する力を高め、探究の質を深め

ようとする。 

 

(2) 学級や学校の係・委員会活動に取り

組む活動を通して、役割を理解し、

協力して働く方法を考え、仲間と支

え合おうとするようにする。 

 

(3) 家庭や地域の仕事に関わる活動を通

して、役割や働き方を考え、生活へ

の理解を深め、進んで関わろうとす

るようにする。 

 

(4) 自分の夢と必要な力を考える活動を

通して、将来の目標に向けた力を見

付け、キャリア形成の視点を育て、

自分の未来に期待をもつようにす

る。 

６ (1) 自分の意見を論文や発表で伝え

る活動を通して、構成や根拠を

明確にする力を働かせ、論理的

な表現方法を身に付け、自分の

考えを広く伝えようとするよう

にする。 

(2) 哲学対話の手法により問いを立

てて対話を重ね、「本当にそうな

のか？」と考え直し、自分の考

えを深めたり他者と共に問い続

けたりする力に気付き、問いを

通して新しい見方や価値を有無

だそうとする。 

(3) シンキングツールを使って話し

合いたい課題と、進めるために

必要な思考力を見通して、情報

を整理する技法を身に付け、解

決に向けて話し合おうとする。 

(1) 大分の先人（大友宗麟・中村裕な

ど）について調べる活動を通して、

地域の歴史と貢献を理解し、自分た

ちの未来とのつながりについて考

え、地域の発展に向けて行動しよう

とする。 

(2) 地域の課題や取り組みを調べる活動

を通して、社会のしくみと課題解決

の方法を理解し、自分たちの役割に

ついて考え、地域に貢献しようとす

る。 

(3) 探究科での学びを論文にまとめる活

動を通して、情報の整理と伝え方を

理解し、自分の考えを深める方法に

ついて考え、論理的に発信しようと

する。 

(4) 地域の人との交流や協働活動を通し

て、共に生きる社会のあり方を理解

し、人との関わりの意味について考

え、積極的に関わろうとする。 

(1) 自由研究として、地域の課題や自分

の問いをもとに自由研究に取り組

み、数理的・社会的な視点で整理・

考察する力を高め、探究の質を深め

ようとする。 

(2) 学校の係・委員会活動や地域との連

携活動に取り組む活動を通して、役

割を理解し、協力して働く方法を考

え、仲間と支え合おうとするように

する。 

(3) 家庭や地域の仕事に関わる活動を通

して、社会とのつながりや自分の役

割を考え、生活への理解を深め、進

んで関わろうとするようにする。 

(4) 自分の夢と必要な力を考える活動を

通して、将来の目標に向けた力を見

付け、キャリア形成の視点を育て、

自分の未来に期待をもつようにす

る。 



＜資料 5＞探究科の内容構成（学習活動・3つの柱で整理） 

学年 領

域 

内容 学習内容・学習活

動等 

知識及び技能 思考力、判断

力、表現力等 

学びに向かう力、

表現力等 

１ 

A 

(1) 
SST で好きなものや得

意なことを伝え合う 

自分や相手の良さに

気付く 

似ている点を考え

る 

友達に親しみをもとう

とする 

(2) 
哲学対話で「なんで

だろう？」を考える 

自分や友達の考えを

聞く力に気付く 

問いを考える・話

し合う 

いろいろな考えを楽し

く聞こうとする 

(3) 
シンキングツールで情

報を整理する 

整理分析の技法を身

に付ける 

 

比較・分類・理由

付け・関連付け 

自分の考えを伝えよう

とする 

B 

(1) 
学校探検・通学路の観

察 

学校生活を支える人

や施設の理解 
関係性に気付く 

安心して生活・登下校

しようとする 

(2) 
家庭の仕事を見付けて

行う 

家庭の支え合いや役

割の理解 

世界の家庭との違

いに気付く 

健康に気を付けて生活

しようとする 

(3) 
国内外の遊びを体験す

る 

遊びのルールや文化

の違いに気付く 

自然や価値観の多

様性を感じる 

楽しく遊びを創り出そ

うとする 

(4) 幼児との交流 
相手の思いや文化的

背景を想像する 
伝え方を工夫する 

多様性への理解を深め

交流しようとする 

C 

(1) 自由研究 
数や形に着目してま

とめる 

筋道立てて考える

力 

粘り強く問いに向かお

うとする 

(2) 学級の係の仕事 
得意なことや興味を

生かす 
協力して働く方法 

仲間と支え合おうとす

る 

(3) 家庭の仕事に関わる 
家族の役割や自分に

できることを考える 
家庭生活の理解 

進んで家庭に関わろう

とする 

(4) 将来の夢を描く 

興味や願いを言葉に

する 

 

夢に向かう姿勢 
自分の未来に期待を持

つ 

2 

A (1) SST で好きなものや得

意なことを伝え合う 

自分や相手の良さに

気付く 

似ている点を考え

る 

友達に親しみを持とう

とする 

(2) 哲学対話で「なんでだ

ろう？」を考える 

自分や友達の考えを

聞く力に気付く 

問いを考える・話

し合う 

楽しく話し合おうとす

る 

(3) 
シンキングツールで情

報を整理する 

整理分析の技法を身

に付ける 

 

比較・分類・理由

付け・関連付け 

自分の考えを伝えよう

とする 

B (1) 地域探検 
地域の人々の暮らし

や働き方の理解 

世界とのつながり

に気付く 

親しみや愛着を持つて

生活しようとする 



(2) 異文化交流 
遊びや道具の文化的

違いに気付く 

多様な価値観の理

解 

楽しく交流しようとす

る 

(3) 
自分の成長を物語にま

とめる 

支えてくれた人や文

化的背景の理解 

感謝の気持ちを持

つ 

世界への関わりに願い

を持つて生活しようと

する 

C 

(1) 自由研究 
数・順序・分類など

で整理 

データや図表でま

とめる力 

問いに向かって考えよ

うとする 

(2) 学級の係の仕事 
役割を理解し協力す

る 

クラス活動の進め

方 

仲間と支え合おうとす

る 

(3) 
家庭や地域の仕事に関

わる 

生活の工夫や役割の

理解 

自分にできること

を見付ける 
進んで関わろうとする 

(4) 
将来の夢を描く 

 

興味や願いを言葉に

する 
夢に向かう姿勢 

自分の未来に期待を持

つ 

3 

A 

(1) 
SST でグループで話し

合い・質問 

共通点や違いを比べ

る 

自他の考え方に気

付く 

協力して関係を深めよ

うとする 

(2) 
哲学対話で問いを立て

て話し合う 

理由を伝え受け止め

る力 

違いを認めて話し

合う 
対話を楽しもうとする 

(3) 

シンキングツールで情

報整理 

 

整理分析の技法を身

に付ける 

比較・分類・関連

付け 

自分の考えを伝えよう

とする 

B 

(1) 
地獄めぐり・八湯の調

査 

自然資源と観光の理

解 

地域の魅力と課題

に気付く 

国際的視点で発信しよ

うとする 

(2) 
パンフレット・T シャ

ツ制作 

情報の伝え方とデザ

インの工夫 

伝達の目的と方法

を考える 

効果的に発信しようと

する 

(3) 
地域で働く人へのイン

タビュー 

仕事と地域社会のつ

ながり理解 

地域産業と世界と

の関係に気付く 

地域の一員として関わ

ろうとする 

C 

(1) 
自由研究（趣味や地

域） 

数・形・順序で調べ

てまとめる 

 

情報の扱い方を身

に付ける 

粘り強く問いに向かお

うとする 

(2) 学級の係の仕事 
役割を理解し協力す

る 
働き方を考える 

仲間と支え合おうとす

る 

(3) 家庭の仕事に関わる 
家族の役割と自分の

役割を考える 

生活への理解を深

める 
進んで関わろうとする 

(4) 

将来の夢と必要な力を

考える 

 

目標に向けた力を見

付ける 

夢に向かう姿勢を

育てる 

自分の未来に期待を持

つ 



4 

A 

(1) 
SST でグループで話し

合い・質問 

共通点や違いを比べ

る 

 

自他の考え方に気

付く 

協力して関係を深めよ

うとする 

(2) 
哲学対話で問いを立て

て話し合う 

理由を伝え受け止め

る力 

違いを認めて話し

合う 
対話を楽しもうとする 

(3) 

シンキングツールで課

題と必要な思考力を見

通す 

情報整理の技法を身

に付ける 

解決に向けて話し

合う 

協働的に進めようとす

る 

B 

(1) 
給食残菜・食品ロスの

調査 
食と資源の関係理解 

持続可能な消費を

考える 

食べ物を大切にしよう

とする 

(2) 
ゴミ拾い・リサイクル

活動 

環境問題と取り組み

の理解 
世界の活動と比較 

環境を守る行動をしよ

うとする 

(3) 地域の SDGs 調査 
地域課題と努力の理

解 

自分にできること

を考える 

地域の未来に貢献しよ

うとする 

(4) 
環境問題に関する音

楽・文化の調査 

表現の力と多様な視

点の理解 

 

伝える方法を考え

る 

創造的に発信しようと

する 

C 

(1) 
自由研究（数理的視

点） 

情報の整理・考察の

力を高める 

問いに向かって探

究する 

粘り強く取り組もうと

する 

(2) 学級の係の仕事 
役割を理解し協力す

る 
働き方を考える 

仲間と支え合おうとす

る 

(3) 
家庭や地域の仕事に関

わる 

生活の工夫や役割の

理解 

自分にできること

を見付ける 
進んで関わろうとする 

(4) 
将来の夢と必要な力を

考える 

目標に向けた力を見

付ける 

夢に向かう姿勢を

育てる 

自分の未来に期待を持

つ 

5 

A 

(1) 
SST で価値観や印象の

違いを対話で確かめる 

合意形成の力に気付

く 
違いを受け止める 

多様な関係性を築こう

とする 

(2) 
哲学対話で問いを立て

て対話を重ねる 

考え直す力・問い続

ける力 

新しい見方や価値

を生む 

対話を通して深めよう

とする 

(3) 

シンキングツールで課

題と必要な思考力を見

通す 

情報整理の技法を身

に付ける 

解決に向けて話し

合う 

協働的に進めようとす

る 

B 

(1) 
平和施設見学（広島・

長崎） 

戦争と平和の歴史理

解 

平和な社会の在り

方を考える 

SDGs「平和と公正」に

つなげようとする 

(2) 災害・減災の調査 
自然災害と備えの理

解 

地域と世界の防災

を比較 

グローバルな視点で考

えようとする 



(3) 
異文化コミュニケーシ

ョン活動 

文化の違いと共生の

意義理解 
関わり方を考える 

共生社会の課題を考え

ようとする 

(4) 
平和をテーマにしたク

レイアニメ制作 

表現の力と協働の理

解 

国際的視点で伝え

る方法を考える 

世界に向けて発信しよ

うとする 

C 

(1) 
自由研究（地域課題や

自分の問い） 

情報の整理・考察の

力を高める 
仮説検証・構造化 

課題解決の方法を創造

しようとする 

(2) 学級の係の仕事 
役割を理解し協力す

る 
働き方を考える 

仲間と支え合おうとす

る 

(3) 
家庭や地域の仕事に関

わる 

生活の工夫や役割の

理解 

自分にできること

を見付ける 
進んで関わろうとする 

(4) 
将来の夢と必要な力を

考える 

目標に向けた力を見

付ける 

夢に向かう姿勢を

育てる 

自分の未来に期待を持

つ 

6 

A 

(1) 
SST で価値観や印象の

違いを対話で確かめる 

合意形成の力に気付

く 
違いを受け止める 

多様な関係性を築こう

とする 

(2) 
哲学対話で問いを立て

て対話を重ねる 

考え直す力・問い続

ける力 

新しい見方や価値

を生む 

対話を通して深めよう

とする 

(3) 

シンキングツールで課

題と必要な思考力を見

通す 

情報整理の技法を身

に付ける 

解決に向けて話し

合う 

協働的に進めようとす

る 

B 

(1) 
地域の未来を考えるプ

ロジェクト 
地域課題の構造理解 

持続可能な社会の

提案 

地域に貢献しようとす

る姿勢を育てる 

(2) 
世界の課題と地域のつ

ながりを調べる 

グローバルな視点で

の課題理解 

地域と世界の関係

性を構造化 

国際社会の一員として

行動しようとする 

(3) 
多文化共生の課題を探

究する 

異文化理解と共生の

意義を深める 

課題の構造化と提

案 

共生社会の実現に向け

て考えようとする 

(4) 

自分たちの思いを発信

する活動（映像・展示

など） 

表現の技法と発信の

構成理解 

社会に向けたメッ

セージの創造 

自覚的に発信しようと

する態度を育てる 

C 

(1) 
自由研究（社会との

接点を持つテーマ） 

情報の収集・分析・

構造化 

課題解決の方法を

創造 

自分の問いに向かって

探究し続けようとする 

(2) 学級の係の仕事 
役割を理解し協力す

る 
働き方を考える 

仲間と支え合おうとす

る 

(3) 
家庭や地域の仕事に関

わる 

生活の工夫や役割の

理解 

自分にできること

を見付ける 
進んで関わろうとする 

(4) 
将来の夢と社会とのつ

ながりを考える 

自分の目標と社会的

意義を結びつける 

夢に向かう姿勢を

育てる 

自分の未来に責任と期

待を持つ 

 



＜資料 6＞A領域の年間活動計画例 



 



 



 



 

 



 

 



＜資料 7＞探究科 B領域 年間指導計画例 

 

 



＜資 8＞シンキングツールと思考スキルとの関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：ベネッセ教育情報 https://benesse.jp/educational_terms/21.html 

参照：ロイロノート講座⑥シンキングツール https://haji39saka.com/loilo-thinking-870#i-3 

https://benesse.jp/educational_terms/21.html
https://haji39saka.com/loilo-thinking-870#i-3

